
参考様式２

業務件名 作成日

測量作業機関

機器

処理ソフトウェア

項目

標定点

検証点

点検測量
実施方法

用紙の大きさはＡ４判とする。

成果品作業仕様書

１．使用する地上レーザ測量システム

地
上
レ
ー
ザ
測
量
シ
ス
テ
ム

機器名 細目 仕様

地上レーザスキャナ ○○××

最長計測距離 800ｍ

最短計測距離 0.3ｍ

距離精度 5mm@100m

最小測定間隔 0.0015°

スキャン範囲（水平） 360°

位置精度 3mm@100m

スキャン範囲（鉛直） 105°

ビーム拡散角 0.35mrad

マルチパルス

カメラ 内蔵

○○××スキャナソフトウェア Ver.0.00

計
測
諸
元

項目 記入 備考

放射方向の計測点間隔(mm) 90mｍ

最小入射角（度） 2°

放射方向のスポット長径 － 数値地形図作成を目的としないため

４．その他の作業仕様

標鋲 5点 ネットワーク型RTK

水平位置及び標高 標鋲 4点 ネットワーク型RTK

点
検
方
法
等

記入 設置方法 設置点数 観測方法

公園整備に伴う現況三次元地形モデル作成 2026年○月○日

○○測量(株)

合成点群データと地上レーザ測量により取得した点群データとの較差

スキャナ直下箇所の計測 計測する

３．標定点・検証点の設置方法、点検測量の方法等

水平位置及び標高

適用する点群合成方法 自動合成

使用する標識 チェッカー、一部スフィア スフィアは補助用の一時標識として使用

２．地上レーザ計測及び点群合成の標準的な計測諸元


